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問合せ先　□市学校経営グループ　☎52－1111（内線350）
□市行政グループ　　　☎52－1111（内線351）

広報１月１日号にて、高浜小学
校区における公共施設のあり方に
ついて、めざす姿や取組みの方向
性などについて紹介しました。
このたび、高浜小学校の建替え
や他施設の機能の複合化について
の基本的な考え方が「高浜小学校
等整備事業基本計画」としてまと
まりましたので、その概要を紹介
します。

⑴校舎などの老朽化
・南校舎は築57年、北校舎は築49年が経過（躯体・外壁の欠落などが発生）
・体育館は築46年が経過
⑵施設更新の大きな波に備え、機能を複合化・集約化
・市内には耐震対策が未実施の施設や老朽化が進んでいる施設などが多くある。
・人口構造の変化などを見据え、学校の建替えにあわせて集会施設などの機能を移転するなど、施設を複合化・
集約化することにより、施設総量をコンパクトにしながら運営の中身を充実させていくことが大切

■整備事業　実施の背景

学校を地域コミュニティの拠点に！

高浜小学校等整備事業
基本計画の概要

【学校に対する意見】
・タカハマっ子という気風あふれる
学校に
・高浜の伝統が受け継がれている学
校に

【セキュリティに関する意見】
・安全・安心で、学業とスポーツが
のびのびできる学校に
・コミュニケーションとセキュリテ
ィをどうし
ていくかが
課題

【複合施設に関する意見】
・子育てと教育がいっしょにできる
場所、地域の方の顔がみえる学校
に
・学校と一般利用者が共有して施設
を利用する場合の利用条件の整理
が必要

【防災に関する意見】
・体育館は防災拠点として、シャワ
ーや資材など
の設備をそろ
えた施設とし
てはどうか

■検討の主なあゆみ　 ワークショップや説明会における
市民の主な声

施設全体の抜本的な
対応が必要！

H25

H26

H27

H23

H24

・「高浜市公共施設あり方計画（案）」の作成
・議会に「公共施設あり方検討特別委員会」を設置
・小学校区単位で「高浜市公共施設あり方計画（案）説明会」を開催

市民・有識者を交えた「高浜市公共施設あり方検討委員会」におい
て、公共施設の今後の方針についての提言が提出される

・「高浜市公共施設マネジメント白書」の作成
・「高浜市教育基本構想」の策定
→地域ぐるみで子どもを育むための学校施設のあり方や、教育施設
複合化の検討などが位置づけられる

学識経験者で構成する「高浜市公共施設マネジメント推進委員会」に
おいて、高浜小学校整備や他施設の機能移転のあり方などついて協議
・小学校区単位などで「高浜市の公共施設のあり方を考える市民説
明会」を開催

・「教育環境整備検討委員会」（教職員などで構成）を設置
（H26～「学校施設検討部会」）
→学校施設に関わる基本性能や機能の複合化・集約化などについて、
具体的な検討を開始
・「新しい地域活動拠点の形成を目指して」とした基本方針を公表
→市庁舎・高浜小学校の整備に関する基本的な考え方を示す

「高浜小学校等整備事業　市民ワークショップ」の開催（計５回）
→保護者、教職員、複合化対象施設利用者などが、学校の建
替えや機能の複合化・集約化のあり方などについて意見を
出しあう。

【整備にあたっての基本的な考え方】
学校を、子どもから高齢者まで、小学校区の住民が集う「地域コミュニティの拠点」と位置づけ、将来を担
う子どもたちの学び舎として、地域ぐるみで子育ち・子育てを支えていくための環境の充実をめざす。

・「高浜小学校等整備事業説明会」を開催

11広報たかはま　H28.3.15

①教育環境の充実
・複合施設の機能を利用する
ことで、教育活動の充実・高
度化が期待できる。

②多世代交流の機会創出
地域コミュニティの活性化
・教育、子育て、生涯学習、ス
ポーツなど多様な市民活動
が行われることにより、施設
利用者と児童・園児など、世
代を越えたふれあいが育ま
れる。
③利便性の向上
・１つの場所でさまざまな活
動に取り組むことが可能
・施設同士の連携により、相
互利用や共同事業の実施
が期待できる。
④施設運営の効率化
・施設稼働率の向上
・人員配置の効率化

■どんな小学校になる予定なの？　～基本的な機能と規模、ゾーニングのイメージ

■今後のスケジュールは？

※スケジュールは、今後、事業者から提案される内容によって変更する場合があります。

事業者から提案を募集し
事業者を選定

設計内容に関する
市民意見交換会を適宜開催

新施設を建設後に、現施設を解体（現施設を使いながら建替え）

新校舎 供用開始（H31.4） 小学校屋内運動場 供用開始（H32） 全施設 供用開始（H34）

※施設名（高浜小学校を除く。）や、想定する規模などは、今後、事業者から提案される内容によって変更する場合があります。

平成33年度平成32年度 平成34年度平成31年度平成28年度平成27年度 平成29年度 平成30年度主な業務内容

設計期間
（基本設計・実施設計）

基本計画の
策定

建設工事

民間事業者
の募集・選定

機能移転・複合化のメリット
（期待される効果）

【駐車場ゾーン】
・利用者駐車場は、敷地の北側に配置を想定
・来賓向けの車寄せ・駐車スペースは、正門
付近への配置を想定

【施設ゾーン】
セキュリティや動線への配慮
・学校と地域利用の入口を区
分。学校時間内は学校側へ
の出入りを閉鎖

・地域開放施設は１か所にまと
めて配置
施設管理方法の配慮

・利用者の相談対応や施設の
管理運営を明確にした施設
であることを踏まえたセキュ
リティ対策を行い、安全・安心
な教育環境を形成

【グラウンドゾーン】
学校の校庭として、敷地の南側へ
直線100m、トラック170mを確
保できるような配置を想定

駐車場ゾーン

施設ゾーン

グラウンドゾーン

（仮称）高浜こども園
（仮称）高浜児童センター
（仮称）地域交流施設
小学校屋内運動場

小学校　校舎

栽
培
園

大山公民館、老人憩の家

中央児童センター
中央児童クラブ

体育センター

高浜幼稚園

移転・複合化する施設名
移転・複合化する機能など

高浜小学校
中央公民館ホール機能

地域広場　：約250㎡
・小学校特別教室・工房室などを活用

IT工房くりっく、ものづくり
工房あかおにどん

校　舎　　：約6,800㎡
屋内運動場：約3,500㎡
屋外運動場：約7,000㎡

公民館　　：約1,100㎡

想定する規模

屋内運動場：約1,200㎡

児童センター：約800㎡

園舎：約1,400㎡
園庭：約700㎡

特別教室（例：音楽室、図工室、家庭科室）や
屋内運動場（メインアリーナ：スポーツ利用、
ホール利用）、屋外運動場は地域へ解放
※楽屋兼控室、調光室、調整室、給湯室なども併設

高浜幼稚園をこども園化。他施設とは合築
せず、独立棟として整備

児童センター・児童クラブの機能を移転

・屋内運動場（サブアリーナ）を活用
・集会室などを活用

活用想定
施設名

（仮称）
地域交流施設

（仮称）
高浜こども園

（仮称）
高浜児童センター

高浜小学校

200台程度 多人数のイベント開催時は校庭利用を検討駐車場


